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実践！ 皮膚病理道場
バーチャルスライドでみる皮膚腫瘍［Web付録付］
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バーチャルスライドを利用した
『実践！ 皮膚病理道場 バーチ
ャルスライドでみる皮膚腫瘍
［Web 付録付］』を強く推薦する．
時空を超えた新時代の学習ツール
であるからである．
初めてバーチャルスライドを体

験したのは，2 年前に日本皮膚病
理組織学会が主催する「皮膚病理
道場あどばんすと」にチューター
として参加したときである．とに
かく驚いた．なんと楽しいのだろ
う！ 顕微鏡がなくても，コンピ
ューター上で，自分の見たいとこ
ろを自由自在に心ゆくまで見るこ
とができ，いつでもどこでも病理
組織の学習ができるのである．例
えば，腫瘍を構成する個々の細胞
において，核と細胞質の形態をじ
っくり見ることができる．「この
腫瘍の構成細胞の核の形態は？
核小体の見え方は？ 胞体の色
は？ 大きさは？」などを目に焼
き付けることができる．また，そ
のときに学んだものをいつでもど
こでも，顕微鏡がなくても繰り返
し復習できるのである．バーチャ
ルスライドがあれば，学習は時空

を超えるのである！
これまで，病理組織学を学ぶた

めには，大書をひもときながら実
際に病理組織標本を顕微鏡を用い
て眺め，一つひとつ個々の症例を
積み重ねるしかなく，皆で共用使
用する顕微鏡を「取り合いなが
ら」利用せざるを得なかった．こ
のため，これまでの病理学習は，
臨床に追われて全ての業務が終了
した後の「深夜」あるいは「土
日」に行うイメージになっていた
と思う．そうした意味では，本書
はこのイメージを完全に超越して
いる．なぜなら，コンピューター
1 台あれば，昼間から空き時間に
病理学習ができるからである．
今や，1,000 g を切るパソコン

は至るところにある時代である．
病棟や外来で，ちょっとした細切
れ時間でも病理学習ができるよう
になったメリットは計り知れな
い．実際に私もこの書籍をバーチ
ャルスライドを見ながら通読して
みた．日常診療の合間でも細切れ
時間は結構あるものである．実質
2，3 日で通読可能であった．
通読してみて以下の感想をもっ

た．1)これ一冊で初学者が遭遇す
るであろう皮膚腫瘍を網羅してい
る，2)大書では目に留まりにくい
重要所見がコンパクトに「何度
も」まとめられている，3)上級者
にとっても必要な所見が書かれて
いる．
書籍に掲載されている写真はど

れも秀逸で，記載もコンパクトか
つ簡潔，そして重要事項は何度も
繰り返し，それぞれの学習レベル
に合わせて定着できるようになっ
ている．単著ではないため，ごく
一部に統一感のない記載もある
が，それぞれの執筆者の熱い思い
が逆に伝わってくるようで好感を
持てた．
今後，第二弾として，炎症性疾

患についての本書の続編が登場す
ることを強く期待する．そうすれ
ば，病理学習は真に時空を超える
ことになるであろう．
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